
第６学年＊組 国語科学習指導案 

指導者 石川 莉帆 

１ 単 元   感動の中心をとらえよう 「海のいのち」 

２ 目 標 

(1) 物語が自分に最も強く語りかけてきたことをまとめ，考えを伝え合うことに意欲的に取り組もうとしている。                   

（国語への関心・意欲・態度） 

(2) 物語の山場で起きる人物の心情の変化を読み取り，物語が自分に最も強く語りかけてきたことを考えながら読む

ことができる。                                       （読むこと） 

 (3) 物語が自分に最も強く語りかけてきたことを友達と伝え合い，自分の考えを広げたり深めたりすることができる。                                            

（読むこと） 

 (4) 大事な言葉や表現の工夫などに気付き，物語が強く語りかけてきたことを考える手がかりにすることができる。           

（伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項） 

３ 単元について 

本単元の重点指導事項は，学習指導要領におけるＣ読むことエ「登場人物の相互関係や心情、場面について描写をと

らえ、優れた叙述について自分の考えをまとめること。」である。児童はこれまでに，中心となる人物の心情の変化や

物語の山場を捉えて読む学習をしている。そこで，本単元では積み上げてきた読む力を総合的に生かしながら，中心と

なる人物の心情の変化を読み取り，自分が物語から受ける感動の中心を捉えて表現する力をつけることをねらいとして

いる。また，言語活動として「解説文にまとめる活動」を位置付けた。ここで取り上げる解説文には，物語の登場人物

同士の関係を図で表した人物関係図，物語のあらすじ，物語が自分に最も強く語りかけてきたことをまとめる部分を位

置付ける。このことで，本単元でねらう「登場人物の相互関係や心情、場面について描写をとらえ、優れた叙述につい

て自分の考えをまとめること」(Ｃ読むことエ)を実現できるようにした。 

本校の第６学年の児童は，平成 30 年度全国学力・学習状況調査において，「登場人物の心情について，情景描写を基

に捉えることができるかどうかをみる。」問題の正答率が＊％であり，全国正答率に比べると低い結果となった。このこ

とから，登場人物の心情について，相互関係や情景描写を基に捉えることに課題があることが分かった。また，本学級

において実態調査を実施したところ，次のような結果が得られた。 

「優れた表現や特徴について気付く力」(設問⑮)の問題の正答率は＊％であるが，「文脈に即して人物の心情を捉え

る力」(設問⑬)や「文脈を基に人物の心情を捉える力」(設問⑭)に関しては，正答率がそれぞれ低い結果となった。こ

のことから，文脈に即して人物の心情を捉えることに課題があることが分かった。以上のことから，登場人物の相互関
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係や心情を捉え，叙述を基に自分の考えをまとめる力を育てる学習指導を行う必要があると考える。 

そこで，本単元の指導にあたっては，第１次では，児童に読みの必要性をもたせ，意欲的に学習に取り組めるように

するためにモデルを提示し，自分の読みを解説文にまとめるという単元の見通しをもたせる。また，個々の初発の感想

や疑問から出た，学級で解決していく読みの課題を精選し，「６年＊組 読みの課題」として設定する。第２次では，「６

年＊組 読みの課題」を基に，出来事や人物相互の関係，表現の工夫を手がかりにして，読みを深めていく。その際，

人物関係図を活用し，登場人物の相互関係や人物像をつかみ，行動や情景などを通して登場人物の心情を捉えられるよ

うにする。また，「海のいのち」の全文を一枚にまとめた「全文一枚プリント」を用いて，心に残った叙述や考えをまと

めるために必要な叙述に，線を引いたり抜き出したりする。第３次では，物語が最も自分に強く語りかけてきたことを

話し合い，解説文にまとめていく。その際，第２次で用いた「全文一枚プリント」を活用し，それを基に叙述をどのよ

うに解釈したのか，自分の考えを文章にまとめたり，短い言葉で表したりする。できた解説文は，友達と交流すること

で，自分の考えを広げたり深めたりできるようにする。 

 

４ 指導計画 （９時間取扱い）  ○は本時 

次 時 主な学習活動 評価計画 評 価 規 準 

関 読 言 

１ 

 

１ ・単元の見通しをもち，海のいのちの解

説文を作ることを知る。 

・「海のいのち」を通読し，初発の感想や

疑問から，学級で考えたい読みの課題

をまとめる。 

○   ・解説文について関心をもち，学習活動

に意欲的に取り組んでいる。 

・印象に残った場面や疑問をもった点

に印をつけながら読んでいる。 

２ ・印象に残った場面や疑問をもった点を

交流し，学級で解決していく読みの課

題を「６年２組 読みの課題」として設

定する。 

○   ・印象に残った場面や疑問をもった点

をグループや全体で伝え合っている。 

２ ３ ・「時・場所・人物」を手がかりに，物語

の構成を理解し，太一の心情が大きく

変化した場面（山場）を捉える。 

・各場面のあらすじを一文でまとめ，物

語の大体をつかむ。 

 ○  ・物語の構成を捉え，山場に着目し，太

一の心情の変化を読み取っている。 

・「時・場所・人物」を手がかりに，各場

面の内容の大体を捉えている。 

４

５ 

・人物と人物の関係や，文章表現の工夫

を手がかりに，太一の心情の変化とそ

の理由について話し合う。 

 ○ ○ ・人物と人物の関係が分かる言葉に着

目し，太一の心情を読み取っている。 

・だいじな言葉や表現の工夫などに気

付き，物語が強く語りかけてきたこと

を考える手がかりにしている。 

６ ・「６年＊組 読みの課題」（山場での太

一の心情の変化）について，話し合う。 

 ○  ・太一の心情の変化を読み取り，その理

由を考えている。 

７ ・物語全体を捉え，太一の生き方につい

て考える。 

 ○  ・人物の行動や生き方を描き出す描写

に着目して読み，太一の生き方を捉え

ている。 

３ ○8  ・物語が自分に最も強く語りかけてきた

ことを「海のいのち」解説文にまとめ

る。 

 ○  ・物語が自分に最も強く語りかけてき

たことを，叙述を基にして解説文にま

とめることができる。 

９ ・友達の解説文を読み合い，物語から感

じたことを伝え合う。  

 ○  ・物語から感じたことを伝え合い，自分

の考えを広げたり深めたりしている。 

 



５ 本時の指導 

(1) 目標 

   物語が自分に最も強く語りかけてきたことを，叙述を基にして解説文にまとめることができる。 

 (2) 準備・資料 

   解説文のモデル，全文一枚プリント，付箋，ヒントシート，ワークシート 

 (3) 展開 

学習活動・内容 時間

配分 

指導上の留意点と評価（評価◎） 

☆は一人一人を生かす手立て 

１ 本時の学習課題をつかむ。 

 

 

 

 

２ 印象に残った叙述に線を引き，それにつ

いて感じたことや考えたことを付箋に書

く。 

 

 

 

 

３ 線を引いたところや付箋に書いたことを

発表する。 

 

４ 物語が強く語りかけてきたことを，短い

言葉でまとめ，解説文を書く。 

  ・共に生きる 

  ・いのちの大切さ 

  ・海のいのちを守る 

  ・つながるいのち 

 ・同じいのち 

・自分で生き方を選ぶ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 本時の学習を振り返り，次時の学習の見

通しをもつ。 

 

３ 

 

 

 

 

10 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

22 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

・解説文のモデルを見せることで，学習への関心を高め，本

時のゴールを意識できるようにする。 

・前時までの学習を振り返り，解説文にまとめる方法や内容

を確かめることで，本時の学習の見通しをもてるようにす

る。 

・物語が強く語りかけてきたことをまとめる際の手がかりに

するために，全文一枚プリントを用いて印象に残った叙述

に線を引くよう指示する。 

・物語の引用部分と自分の考えを区別して書けるように，感

じたことや考えたことは付箋に書くよう指示する。 

・線を引いた叙述や，付箋に書いたことを基に，キャッチコ

ピーのような短い言葉でまとめることを確認する。 

☆まずは，ペアで交流した後，全体で共有することで，児童

が自信をもって発表できるようにする。 

・４の活動の手がかりとなるように，児童の意見を板書する。 

☆解説文のモデルを拡大した物を黒板に掲示することで，考

える際の参考にできるようにする。 

☆つまずいている児童には，ヒントシートを渡し，考える際

の参考にするよう助言する。 

☆早くまとめられた児童の言葉をいくつか板書し，他の児童

が参考にできるようにする。 

・物語の叙述を引用する際には，かぎ括弧を付けて書き抜く

よう伝える。 

・解説文を書く際には，これまでの学習でまとめた人物関係

図や自分の読みを生かして書くよう伝える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・次時の友達との交流に向けて，自分で書いた解説文を読み

直し，推敲するよう伝える。 

 

物語が自分に最も強く語りかけてき
たことを，「海のいのち」解説文にまと
めよう。 

◎物語が自分に最も強く語りかけてきたことを，叙述を基

にして解説文にまとめることができる。 

（ワークシートの記述分析） 

[目標を達成した児童の姿] 

物語が自分に最も強く語りかけてきたことを，「共に生き

る」などといった短い言葉で表し，なぜその言葉にまとめ

たのかを，叙述を基にして説明している。 


